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「受け継がれる都市の原点として　パブリック・スペースとしての駅に求められる機能」について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年３月        小栗　幸夫
千葉商科大学政策情報学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソフトカー・プロジェクト・チーム

本稿は財団法人日本交通文化協会「パブリック・スペース」誌の創刊記念論文、準優秀賞受賞作であり、同誌別冊（1983年
2月刊）からの抜き刷りである。

お読みいただけばおわかりになることだが、本論の要（かなめ）は、「都市の中心部で電車を地下にもぐらせ、地下駅とすること
で、“駅表”と“駅裏”をなくす」ことで、そのことを下の図で示した。

電車が地表から地下にもぐる勾配が急すぎることあきらかだが（これが30年前の私の知識の欠如によるのか、デフォルメだった
のかは不明）、偶々、応募原稿のこの図が別冊には載せられておらず、そのまま掲載する。

本稿では、駅の地下化と並んで、駅周辺でソフトカー（最高速度制御・表示車）を低速で走らせることを提案している。これらの
提案は、中心市街地の再生と都市のコンパクト化が課題となっている30年後の現在、さらに意義を深めていると思う。

関心のある方の参考になれば幸いである。

付記：　優秀賞（栗伸介氏「コミュニティ駅に明日を求めて」）も、本稿と同じく、駅の地下化を提案したものであった。本稿の再
刊時に東京の渋谷駅、下北沢駅などの地下化が話題になっているが、駅の地下化は地方都市の再生にも重要な役
割を果たすと考えられる。
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